
第 16回 SIP自動運転 推進委員会 議事概要 
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２．場 所  中央合同庁舎８号館４階４１６会議室及びウェブ会議 
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加藤 晋  産業技術総合研究所 首席研究員 

鎌田 実  日本自動車研究所 代表理事 研究所長 

 河合 英直 自動運転基準化研究所 所長 

兼 自動車技術総合機構 交通安全環境研究所 自動車安全研究部長 

 教野 秀樹 日本自動車部品工業会 

           兼 住友電気工業㈱CAS-EV開発推進部 業務企画部 部長補佐 

 小出 啓介 電子情報技術産業協会 兼 ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社 

   車載事業部 ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ戦略部 国際標準化戦略室室長 

児玉 俊介 電波産業会 専務理事 
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オブザーバー 
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管理法人 
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事務局 

 植木 健司 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 SIP/PRISM 総括担当 参事官 
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４．議題【公開部】 

１．2021 年度 活動概要 

(1)SIP-adus ワークショップ報告 

(2)ITS世界会議ハンブルグ報告 

(3)メディア向け試乗会報告 

(4)研究拠点視察実施報告 

 

【非公開部】 

２．デジタル庁における取組状況 

３．2022 年度 研究開発計画 

(1)2022年度 研究開発計画の考え方 

(2)2022年度取組主要施策（案） 

・内閣府 

・警察庁 

・総務省 

・経済産業省 

・国土交通省道路局 

４．SIP課題評価概要 

 

 



５．配布資料 

推委 16-１-１  SIP-adus ワークショップ報告     【公開資料】 

推委 16-１-２  ITS世界会議ハンブルグ報告           【公開資料】 

推委 16-１-３  メディア向け試乗会報告      【公開資料】 

推委 16-１-４  研究拠点視察実施報告      【公開資料】 

推委 16-２  デジタル庁における取組状況    【非公開資料】 

推委 16-３-１  2022年度 研究開発計画の考え方    【非公開資料】 

推委 16-３-２  2022年度 内閣府 要望(案)    【非公開資料】 

推委 16-３-３  2022年度 警察庁 要望(案)    【非公開資料】 

推委 16-３-４  2022年度 総務省 要望(案)    【非公開資料】 

推委 16-３-５  2022年度 経済産業省 要望(案)    【非公開資料】 

推委 16-３-６  2022年度 国土交通省道路局 要望(案)   【非公開資料】 

推委 16-４  SIP課題評価概要       【非公開資料】 

参考資料１  2021年度施策一覧       【公開資料】 

参考資料２  推進委員会等名簿       【公開資料】 

参考資料３  開催スケジュール      【非公開資料】 

 

６．議事概要 

【公開部】 

１．2021 年度 活動概要 

(1)SIP-adus ワークショップ報告  

 推委 16-１-１に基づき、管理法人 NEDO から、国内外の専門家による Plenary セッションや

各省庁の取組みを発表する Japanese Government セッション等を配信し、参加人数は 23 の

国・地域から 1,075名であったことの報告がなされた。 

(2)ITS世界会議ハンブルグ報告 

 推委 16-１-２に基づき、構成員から、自動運転における欧米の取組や日 EU ジョイントセッ

ションの内容について、報告がなされた。 

(3)メディア向け試乗会報告 

 推委 16-１-３に基づき、内閣府から、東京臨海部実証実験地域において実験参加者の協力を

得てメディア向け試乗会を実施し、プレスブリーフィングや視野障害シミュレータ体験を行

ったことの報告がなされた。また、前日に行った推進委員会構成員向けの試乗に参加した構

成員からの感想としてポジティブな意見が多く述べられた。 

(4)研究拠点視察実施報告 

 推委 16-１-４に基づき、内閣府から、SIP自動運転の研究の進歩と成果を評価委員に報告し、

SIPの成果を搭載した車両への試乗を実施した研究拠点視察の報告がなされた。 

 

 



【非公開部】 

２．デジタル庁における取組状況 

 推委 16-２に基づき、デジタル庁から、発足以降の体制や全体の取組状況・モビリティ分野に

おける取組の方向性について説明がなされた。 

 

３．2022 年度 研究開発計画 

(1)2022年度 研究開発計画の考え方 

 推委 16-３-１に基づき、議長から、2022 年度研究開発計画について、重点テーマ 4 課題を中

心に SIP 第 2 期の最終年度として成果を出して取りまとめるとともに、引継に向けた議論を

活性化させるとの説明がなされた。 

 

(2)2022年度取組主要施策（案） 

・内閣府 

 推委 16-３-２に基づき、内閣府から、基盤技術開発の直近の施策について目的と概要、目標

が示され、社会的受容性の醸成について 2021年度と 2022年度の年間計画の説明がなされた。 

・警察庁 

 推委 16-３-３に基づき、警察庁から、継続される研究開発と調査研究について、2022年度ま

でのスケジュールと 2023年以降も SIPにおける研究開発の成果等を踏まえ、自動運転の実用

化に向けた交通環境情報の構築と活用に係る取組を推進していくことの説明がなされた。 

・総務省 

 推委16-３-４に基づき、総務省から、協調型自動運転ユースケース及び各通信要件を踏まえ、

将来的なデータ活用に十分な拡張性を備えた、無線機の開発・製造に必要となる通信プロト

コルを含む無線機の仕様を案出することの説明がなされた。 

・経済産業省 

 推委 16-３-５に基づき、経済産業省から、東京臨海部において最先端のシミュレーション技

術および実証実験で取得したデータに基づき、一般道自動運転に最低限必要とされるインフ

ラ情報と認知判断技術の見極めを目指し、引き続き 2022 年度事業を推進していくこと、ま

た、2023 年度以降の取組の方向性について、説明がなされた。 

・国土交通省道路局 

 推委 16-３-６に基づき、国土交通省道路局から、道路の走行空間の確保、運行管理等の社会

実装を行う上での課題の解決を行うとともに、自動運行補助施設と舗装等の快適な走行環境

の維持管理手法の構築などを目指すことの説明がなされた。 

 

４．SIP課題評価概要 

 推委 16-４に基づき、内閣府から、今年度の課題評価の進め方と次期 SIP に向けた検討状況

について説明がなされた。 


